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　白山名店街の各店舗（店頭・店内）にて
おひなさまを展示し、白山サンプラザでは
幼稚園児のひなまつりぬり絵を1,000点展示
します。 
■主催／白山名店街協同組合 
■会場／白山名店街アーケード 

　陶器やガラス製の創作雛など一味違
った個性豊かな雛人形を展示しています。
また、ひな人形をモチーフとしたオリ
ジナルグッズなどの展示・販売も行い
ます。 
■主催／（株）佐賀玉屋 
■会場／旧ニットサロンかすが 
　　　（呉服町名店街アーケード内） 

　佐賀の街角に多くたたずむ「え
びすさん」をテーマにした張り
子のほかさまざまなえびす関連
グッズを展示・販売しています。 
■会場／創作ひぜん張り子 
　　　　まつばら工房 
　　　  （松原川沿い） 

　日本磁器発祥の地「有田」から至高の
焼酎グラスと有田焼のひな人形がやって
きます。焼酎グラスと有田焼のひな人形
で有田ならではの匠の技をお楽しみくだ
さい。 
■主催／有田焼卸団地協同組合 
■会場／旧みきや 
　　　（呉服町名店街アーケード内） 

　昔の雛祭りは、
お内裏様とお雛
様に加え、その
周りに女の子の
常に遊ぶ玩具や
人形などを置き
飾りするお祭りだったと言われていま
す。玉屋創業200周年を記念して、約
200年前の雛祭りを再現する特別企画展
を開催します。 
■会場／佐賀玉屋本館 
　　　  （メイン会場：７階和のフロア） 
■開催期間／２月２１日（火） 
　　　　　　～３月３１日（金） 

　佐賀のまちな
かが平安時代に
タイムスリップ。
源氏物語の春夏
秋冬の代表的な
４つの場面を再
現した人形たち
の立体絵巻など約150体がギャラリー内
を彩ります。 
■作者／木目込み人形作家 
　　　　鷲崎真雅恋と人形の仲間たち 
■会場／旧オギハラ 
　　　  （呉服町名店街アーケード内） 

　自ら育てた蚕のまゆの
雛人形やフェルト（羊
毛）の雛人形などお雛さ
まに思いを込めて制作し
た個性豊かな作品を多数
展示します。 
■作者／村上ふみ子（村上織工房） 
■会場／旧井徳屋旅館（松原神社前東参道） 

▲有田焼のひな人形 

▼至高の焼酎グラス 
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鍋
島
小
紋
の
お
ひ
な
さ
ま
は
、旧
古
賀
家
に
展
示

し
ま
す
。鍋
島
小
紋
と
は
、佐
賀
藩
鍋
島
家
が
裃
に
使

用
し
て
い
た
紋
様
で
、「
胡
麻
の
殻
」の
断
面
図
を
図

案
化
し
た
も
の
で
す
。小
さ
な
花
の
よ
う
に
見
え
て

と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
ん
で
す
よ
。

　

鍋
島
小
紋
の
お
ひ
な
さ
ま
の
み
ど

こ
ろ
は
、な
ん
と
い
っ
て
も
毎
年

変
わ
る
展
示
風
景
で
す
。　

畳
の

50

大
広
間
に
た
く
さ
ん
の
雛
人
形
を

展
示
し
ま
す
。今
年
の

テ
ー
マ
は
、「
円
の
オ

ブ
ジ
ェ
」。

　

実
は
、今
年
は
私
が
ひ
な

ま
つ
り
を
始
め
て
、　

年
と

20

い
う
節
目
の
年
な
ん
で
す
。

　

年
と
い
う
歳
月
が
築
い
た

20「
縁
」を「
円
」で
表
現
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。驚
き
と

感
動
の
出
会
い
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
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【イベントご紹介】
■ひなまつりワークショップ
　ひなまつりにちなんだ各種ワークショップを開催します。
【会場】如蘭塾（旧古賀銀行近く）
【定員】1回 10 名～ 20 名程度・事前申し込み必要（有料）
【申し込み･お問い合せ】� 40・7110（本庁  観光･文化課）
　陶器のおひなさま作り　2月 25 日�・26 日�　ほか
　和紙のおひなさま作り　3月 18 日�・19 日�
　和菓子のおひなさま作り　など
■佐賀城下春の骨董市
　和 ･洋骨董をはじめとする九州でも有数の骨董市です。
【日時】3月 3日�～ 5日�　10 時～ 17 時
【場所】松原神社境内
■灯篭流し雛
　ひなまつり会場を流れる松原川で、願いを込めて流し
雛を行います。
【日時】3月 4日�・5日�　18 時 30 分～ 20 時
【場所】松原神社・松原川
※催し物の内容は都合により変更になる場合があります。
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【期間】２月１８日�～３月３１日�
【開館時間】9時～ 17 時（徴古館は 10 時開館）
【会場】徴古館・佐賀市歴史民俗館ほか（左ページ参照）
【入場料】共通券 400 円、徴古館券 200 円、
　　　　歴史民俗館券 300 円　前売券 350 円
※柳町観光案内所には点字パンフレットもご
用意しています。
◎問い合わせ
　佐賀城下ひなまつり実行委員会事務局
　　　　　　 （本庁　観光・文化課）� 40・7110

�������
「こんにちは !80（はちまる）ちゃんです」
　　　　　　　　　　　　　がやってくる !!
NHKラジオ第 1放送の公開生放送で佐賀城下
ひなまつりを PRします。ゲストは針すなおさ
ん。皆さんも会場にぜひお越しください。
【日時】2月 20 日� 12 時 30 分～ 12 時 55 分
【会場】佐賀城本丸歴史館
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城
下
町
佐
賀
に
春

の
訪
れ
を
告
げ
る
佐

賀
城
下
ひ
な
ま
つ
り

が
い
よ
い
よ
開
幕
し

ま
す
。

　

徴
古
館
で
は
佐
賀

藩
鍋
島
家
伝
来
の
格

式
高
い
雛
人
形
、佐
賀

市
歴
史
民
俗
館
で
は

鍋
島
小
紋
や
手
織
り

佐
賀
錦
の
雛
人
形
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

佐
賀
の
街
が
お
ひ
な
さ
ま
一
色
に
染
ま
る
佐
賀
城

下
ひ
な
ま
つ
り
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、色
鍋
島
の
伝
統
を
今
に
伝
え
る
今
右
衛

門
が
旧
古
賀
銀
行
に
登
場
。ひ
な
ま
つ
り
の
節
句
に

ち
な
ん
だ�
桃
�を
テ
ー
マ
に
し
て
、　

代
今
泉
今
右

１４

衛
門
の
新
作
を
は
じ
め
、江
戸
期
の
色
鍋
島
、歴
代
今

右
衛
門
の
作
品
な
ど
約　

点
を
展
示
。

６０

　

江
戸
時
代
よ
り

受
け
継
が
れ
た
今

右
衛
門
窯
の
崇
高

な
美
意
識
の
世
界

を
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

▲１４代今泉今右衛門作
　色絵雪花墨色墨はじき
　果実文花瓶
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有
限
会
社
二
鶴
堂
（
本
社
・
福
岡
市

東
区
）
が
、
佐
賀
市
の
久
保
泉
工
業
団

地
に
進
出
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
テ
レ
ビ
C
M
な
ど
で
も
お
な

じ
み
の
お
菓
子「
博
多
の
女（
ひ
と
）」や

「
博
多
ぽ
て
と
」
な
ど
を
製
造
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
社
の
あ
る
福
岡
工
場（
一
部
）と
東

脊
振
村
の
佐
賀
工
場
の
移
転
お
よ
び
今

後
の
増
産
計
画
に
伴
い
、久
保
泉
工
業

団
地
へ
の
進
出
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
工
場
は
、
平
成　

年
１
月
に
操
業

１９

開
始
予
定
で
、
従
業
員
規
模
は
当
初
、

配
置
転
換
を
含
む
約　

人
、
最
終
的
に

６０

は　

人
の
予
定
で
、
新
た
な
雇
用
の
創

９０
出
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
、
佐
賀
市
と
し
て
も
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁  
商
工
振
興
課  
企
業
誘
致
室

　

�　

・
７
１
０
７

40

進出協定締結式で握手する橋本二鶴堂
代表取締役社長（左）と秀島佐賀市長（右）
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�  
二
鶴
堂
が
、
進
出
地
に
佐
賀

市
を
選
ん
だ
理
由
は
？

�  
現
在
工
場
の
あ
る
東
脊
振
村

や
福
岡
市
か
ら
近
い
こ
と
、

長
崎
自
動
車
道
の
イ
ン

タ
ー
に
近
い
な
ど
交
通
ア

ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
、
公
共

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
。

�  
久
保
泉
工
業
団
地
へ
の
進
出

企
業
は
何
社
目
に
な
る

の
？

�  　

社
目
と
な
り
ま
す
。

１５

�  
久
保
泉
工
業
団
地
の
分
譲
率

は
？

�  　

％
に
な
り
ま
す
。

８９

小糸九州㈱ 

進出予定地 

�����������	

［創業年月日］
　1952年（昭和27年）12月5日
［資本金］
　4,100万円
　（平成17年10月31日現在）
［売上高］
　15億700万円
　（平成17年10月期）
［事業内容］　
　菓子製造・卸・販売

�������	
��
［進出場所］　
    佐賀市久保泉町大字上和泉
　（久保泉工業団地内） 
［敷地面積］
　約14,600㎡
［操業開始］
　平成19年1月（予定）
［事業内容］
　菓子製造

　

自
動
車
用
照
明
機
器
メ
ー
カ
ー

の
国
内
最
大
手
で
あ
る
株
式
会
社

小
糸
製
作
所
（
昨
年
秋
に
久
保
泉

工
業
団
地
に
進
出
）
が
佐
賀
市
に

設
立
し
た
新
会
社
、「
小
糸
九
州
株

式
会
社
」
の
社
員
募
集
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

２
月　

日
�
、　

日
�

１８

１９

　

両
日
と
も

　

１
回
目：

　

時
〜　

時

10

12

　

２
回
目：

　

時
〜　

時

14

16

■
場
所

　

佐
賀
市
民
会
館　

大
会
議
室

■
申
込
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
事
前
に
希
望
日
時
を
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

小
糸
九
州
株
式
会
社

　

九
州
準
備
室　

採
用
担
当

　

�　

・
３
９
０
０

２６

　

F
A
X　

・
３
９
０
５

２６

　

E
メ
ー
ル

9-saiyo＠
koito.co.jp
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※改正された県条例は、平成１８年４月から、佐賀市で運用します。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願
いします。
◎相談・問い合わせ
　本庁　建築課　都市景観係　�４０・７１７２　FAX４０・７３９２　　Eメール　kenchiku@city.saga.lg.jp

　

市
で
は
時
代
の
進
展
と
共
に
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
細

か
な
部
分
で
は
基
準
が
な
く
統
一

性
を
欠
き
、
使
い
づ
ら
い
一
面
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
公
共
の

「
ト
イ
レ
」
と
「
歩
道
」
に
焦
点

を
当
て
、
今
後
の
整
備
基
準
に
つ

い
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
建
物

へ
の
有
効
な
指
針
と
な
る
こ
と
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容

　

ト
イ
レ
の
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル　

　

一
般
の
ト
イ
レ
個
室
を
広
め
に

設
定
、
備
品
や
洗
浄
ス
イ
ッ
チ
の

位
置
な
ど
を
標
準
化
、
扉
の
幅
や

カ
ギ
の
高
さ
、
サ
イ
ン
を
統
一
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
へ
の
配
慮
な
ど

　

歩
道
の
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル　
　

　

横
断
歩
道
を
段
差
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
渡
る
仕
様
へ
の
変
更
、
狭
い

歩
道
で
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

方
法

◎
問
い
合
わ
せ　

・
本
庁　

建
築
課　

建
築
審
査
係

　

�　

・
７
１
７
１

40

　

E
メ
ー
ル

kenchiku@
city.saga.lg.jp

・
本
庁　

道
路
課　

改
良
第
一
係

　

�　

・
７
１
７
６

40

　

E
メ
ー
ル

doro@
city.saga.lg.jp
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(7)  扶養手当（平成１７年１０月１日現在）
�����������������	
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(8)  その他手当（平成１7年 1０月１日現在）
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(9)  特別職の給料（報酬）
�����������������������	���������������

������� ������	
����� ���	��


�
�������� �������

����������
�����������	

������������

��
�

�

����������
����������

������������

�����������
���������	

� � �

����������������������

��
�

�

����������� � �

����������������������

（注）平成１８年１月１日から、厳しい財政事情を考慮し、市長２０％、
助役・収入役１０％の給料を減額しています。　（　　）は減額前
の給料です。

(10)  部門別職員数（平成１７年 1０月１日現在）

(11)  年齢別職員数（平成１７年 1０月１日現在）
250 

200 

150 

100 

50 

0

職員数（人） 
構成比（％） 

0 
0.0

9 
0.6

68 
4.3

201 
12.7

219 
13.9

178 
11.3

189 
12.0

157 
10.0

171 
10.8

208 
13.2

167 
10.6

10 
0.6

20歳 
未満 

20歳 
～23歳 

24歳 
～27歳 

28歳 
～31歳 

32歳 
～35歳 

36歳 
～39歳 

40歳 
～43歳 

44歳 
～47歳 

48歳 
～51歳 

52歳 
～55歳 

56歳 
～59歳 

60歳 
以上 

一般行政 
1,165名 
（66.1％） 

教育委員会 
338名 

（19.2％） 

水道局 
122名 
（6.9％） 

交通局　63名 
（3.6％） 病院　74名 

（4.2％） 

◎問い合わせ　本庁　人事課　給与係　�４０・７０３１
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(1)  平均給料月額・平均年齢の比較

全職員平均 行政職平均 

給
料
月
額
（
円
） 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

347,070円 

344,208円 

370,219円 

329,728円 

343,895円 

362,515円 

347,070円 

344,208円 

370,219円 

329,728円 

343,895円 

362,515円 市 

県 

国 

(2)  学歴別・経験年数別平均給料月額（行政職）
（平成１７年１０月１日現在）

経験年数 
10年 

経験年数 
20年 

経験年数 
30年 

高校卒 

大学卒 

平
均
給
料
月
額
（
円
） 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

269,379
291,313

358,622
380,542380,542

418,331
443,480

269,379
291,313

358,622
380,542

418,331
443,480

(3)  職種別職員数、平均給料月額、平均年齢（平成１７年１０月１日現在）

����
����
�����

������������������������

�������������������������������

������������������������������	


��

��

�

�����������������������������	
��
�

������������������������������	


�������������������������������	
�

�������������������������������	


��������������������������

����������������������� � �

���������������������� � � � �

����������������������� � �

��������������������������� � � � � � �

���������������������������� � � � � � � 	

���������������������������� � � �

����������������������������� � � � �

(4)  期末・勤勉手当（平成１７年度）

（注）一般職の役職には、相当職を含みます。
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(5)  退職手当（平成１７年度）

（注）佐賀市の６月期期末・勤勉手当については、合併前の旧市町村において支給しています。
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(6)  特殊勤務手当（平成１７年１０月１日現在）
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(7)  扶養手当（平成１７年１０月１日現在）
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(8)  その他手当（平成１7年 1０月１日現在）
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(9)  特別職の給料（報酬）
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（注）平成１８年１月１日から、厳しい財政事情を考慮し、市長２０％、
助役・収入役１０％の給料を減額しています。　（　　）は減額前
の給料です。

(10)  部門別職員数（平成１７年 1０月１日現在）

(11)  年齢別職員数（平成１７年 1０月１日現在）
250 

200 

150 

100 

50 

0

職員数（人） 
構成比（％） 

0 
0.0

9 
0.6

68 
4.3

201 
12.7

219 
13.9

178 
11.3

189 
12.0

157 
10.0

171 
10.8

208 
13.2

167 
10.6

10 
0.6

20歳 
未満 

20歳 
～23歳 

24歳 
～27歳 

28歳 
～31歳 

32歳 
～35歳 

36歳 
～39歳 

40歳 
～43歳 

44歳 
～47歳 

48歳 
～51歳 

52歳 
～55歳 

56歳 
～59歳 

60歳 
以上 

一般行政 
1,165名 
（66.1％） 

教育委員会 
338名 

（19.2％） 

水道局 
122名 
（6.9％） 

交通局　63名 
（3.6％） 病院　74名 

（4.2％） 

◎問い合わせ　本庁　人事課　給与係　�４０・７０３１
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(1)  平均給料月額・平均年齢の比較

全職員平均 行政職平均 

給
料
月
額
（
円
） 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

347,070円 

344,208円 

370,219円 

329,728円 

343,895円 

362,515円 

347,070円 

344,208円 

370,219円 

329,728円 

343,895円 

362,515円 市 

県 

国 

(2)  学歴別・経験年数別平均給料月額（行政職）
（平成１７年１０月１日現在）

経験年数 
10年 

経験年数 
20年 

経験年数 
30年 

高校卒 

大学卒 

平
均
給
料
月
額
（
円
） 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

269,379
291,313

358,622
380,542380,542

418,331
443,480

269,379
291,313

358,622
380,542

418,331
443,480

(3)  職種別職員数、平均給料月額、平均年齢（平成１７年１０月１日現在）
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(4)  期末・勤勉手当（平成１７年度）

（注）一般職の役職には、相当職を含みます。
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(5)  退職手当（平成１７年度）

（注）佐賀市の６月期期末・勤勉手当については、合併前の旧市町村において支給しています。
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(6)  特殊勤務手当（平成１７年１０月１日現在）
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�

た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月　

日
�

２８

　
　
　
　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場
所　

佐
賀
市
ク
リ
ー
ク
公
園

（
ひ
ょ
う
た
ん
島
公
園
）
管
理
棟

「
四
季
の
め
ぐ
み
館
」
研
修
室

■
参
加
料　

無
料

■
募
集
人
数　
　

人
50

※
受
付
は
先
着
順
と
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
７
１
１
６

40

　

F
A
X　

・
６
２
４
４

26

　

E
-m
ail：

nosui@
city.saga.lg.jp

相
　
　
談 

　

税
理
士
会
で
は
２
月　

日
を

23

「
税
理
士
記
念
日
」
と
定
め
て
お

り
、
当
日
、「
電
話
に
よ
る
無
料
税

務
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
原
則
と

し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
し

て
お
答
え
し
ま
す
。

■
受
付
日
時

　

２
月　

日
�　
　

時
〜　

時

23

10

16

■
電
話
番
号

○
福
岡
地
区
（
専
用
電
話
番
号
）

�
0
9
2
・
4
1
5
・
5
5
5
0

設
置
場
所：

九
州
北
部
税
理
士
会

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
��
�
�
�
	

（
福
岡
市
博
多
区
）

○
長
崎
地
区
（
専
用
電
話
番
号
）

�
0
9
5
・
8
2
6
・
0
6
7
1

設
置
場
所：

九
州
北
部
税
理
士
会

長
崎
支
部
（
長
崎
市
八
百
屋
町
）

◎
問
い
合
わ
せ

九
州
北
部
税
理
士
会

�
０
９
２
・
４
７
３
・
８
７
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kyuhokuzei.or.jp/

　

脳
ド
ッ
ク
は
、
症
状
が
現
れ
る

前
に
脳
腫
瘍
や
脳
動
脈
瘤
等
の
脳

の
病
気
や
高
血
圧
･
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
発
見
す
る
、
脳

の
健
康
診
断
で
す
。 

　

一
度
、
脳
の
健
康
診
断
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

平
成　

年
度
ま
で
は
、
旧
市
町

17

村
ご
と
に
国
保
保
健
事
業
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
旧
佐
賀
市
に
居
住

す
る
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で　
40

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
保
険
税
の
滞

69

納
が
な
い
方
が
脳
ド
ッ
ク
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
内
に
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
脳
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

ん
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
助
成

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
ド
ッ
ク
に
は
、
ほ
ほ

え
み
健
診
（
ま
た
は
個
別
健
診
）

の
基
本
健
康
診
査
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
年
度
ほ
ほ
え
み
健

診
（
ま
た
は
個
別
健
診
）
で
基
本

健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
健
診
実
施
機
関

▽
小
野
病
院　
　
　
　
　
　

（
�　

･
3
3
7
1
）

24

▽
正
島
脳
神
経
外
科
病
院　

（
�　

･
0
0
3
5
）

32

▽
福
田
脳
神
経
外
科
病
院　

（
�　

･
9
0
0
8
）

27

■
自
己
負
担
額

　

２
４
�
６
０
０
円

（
総
費
用
額
５
２
�
５
０
０
円　

※
基
本
健
診
費
を
含
む
）

▽
今
年
度
の
脳
ド
ッ
ク
助
成
は
３

月
ま
で
の
受
診
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
脳
ド
ッ
ク
希
望
の
方
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、仮
予
約
中
の
方
で
、ま
だ

受
診
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、早

め
の
受
診
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
申
し
込
み
か
ら
受
診
ま
で
〜

�
市
役
所
本
庁
保
険
年
金
課
に
電

話
で
仮
予
約
を
す
る
。

�
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
電
話
し

て
、
受
診
日
を
予
約
す
る
。

�
市
役
所
本
庁
１
階
国
民
健
康
保

険
コ
ー
ナ
ー　

番
窓
口
で
申
請

11

を
行
い
（
健
康
保
険
証
と
印
鑑

持
参
）、
受
診
券
を
受
け
取
る
。

�
受
診
券
、
受
診
料
（
自
己
負
担

額
分
）、
国
民
健
康
保
険
証
を

持
っ
て
、
予
約
日
に
医
療
機
関

で
受
診
す
る
。

◎
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

給
付
係

　

�　

・
７
２
７
１

40

　

障
が
い
者
等
の
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
難

病
患
者
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

教
室
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
技

術
（
文
字
入
力
、
メ
ー
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

等
）
を
学
習
し
ま
す
。

■
期
間

�
３
月　

日
�
〜　

日
�
の
５
日
間

13

17

�
３
月　

日
�
、　

日
�
、　

日

23

24

25

�
、　

日
�
、　

日
�
の
５
日
間

27

28

■
時
間　
　

時
〜　

時

10

15

■
定
員　

両
日
程
と
も　

名
（
定

10

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所　

佐
賀
市
鍋
島
三
丁
目
３

の　
　

鍋
島
シ
ェ
ス
ト
ビ
ル
内

20
■
受
講
料　

無
料
（
教
室
で
使
用

す
る
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
に
つ
い
て
、

実
費
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
）

■
そ
の
他　

障
が
い
の
状
況
等
に

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	

��
�

�

�
�
�
�

��
�

�

�

�

�

よ
り
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
参
加
で
き

な
い
方
に
対
し
て
は
、
自
宅
等
へ

の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
障
害
者
I
T
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
�
ゆ
め
く
れ
よ
ん
�

　

�　

・
６
９
７
７

36

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
調

18

製
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
選
挙
人
が
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
は
、
昭
和　

年
４
月
１
日
ま

61

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、　

ア
ー
ル

10

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
、

お
よ
び
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね　
60

日
以
上
耕
作
し
て
い
る
方
で
す
。

■
期
間

　

２
月　

日
�
〜
３
月
９
日
�

23

■
時
間　

８
時　

分
〜　

時

30

17

■
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
本
庁
３
階
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

選
挙
管
理
委
員
会

　

�　

・
７
３
３
０

40

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�

■
業
務
内
容

　

幼
稚
園
教
諭
業
務

■
受
験
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
っ
て
い

る
方
で
あ
れ
ば
、
居
住
地
を
限
定

せ
ず
、
広
く
募
集
し
ま
す
。
た
だ

し
、
佐
賀
市
の
公
立
幼
稚
園
・
保

育
所
で
雇
用
さ
れ
た
後
、
平
成　
１８

年
４
月
１
日
時
点
で
６
カ
月
を
経

過
し
な
い
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

２
月　

日
�
〜
３
月
３
日
�

１５

（
必
着
）

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所

　

本
庄
幼
稚
園

■
勤
務
形
態

　

月
〜
金
曜
日
の
８
時　

分
〜　

３０

１７

時　

分
の
勤
務

１５
■
賃
金

　

日
額
７
�
１
５
０
円
（
平
成　
１７

年
度
単
価：

平
成　

年
度
は
変
更

１８

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
雇
用
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１８

　

平
成　

年
８
月　

日

１８

１７

　
（
勤
務
状
況
に
よ
り
更
新
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
、

確
実
に
連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号

を
明
記
）
１
通
・
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を

こ
ど
も
課
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
後
日
面
接
時
間
を
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

（
面
接
予
定
日：
３
月
７
日
�
午
後
）

■
備
考

　

通
勤
手
当
な
ど
の
手
当
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

　

佐
賀
市
役
所　

こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係　

　

�　

・
７
２
８
６

40

■
募
集
要
件　
　
　

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳

18

65

未
満
で
あ
る
こ
と
。
居
住
地
を
限

定
せ
ず
募
集
し
ま
す
。
学
芸
員
の

資
格
を
有
す
る
方
お
よ
び
大
隈
記

念
館
管
理
運
営
業
務
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
以
前
、
旧
佐
賀
市
・
旧
諸
富
町
・

旧
大
和
町
・
旧
富
士
町
・
旧
三
瀬

村
で
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ

た
方
は
除
き
ま
す
。

※
学
芸
員
と
し
て
の
実
務
経
験
の

あ
る
方
は
選
考
の
際
、
加
点
対
象

と
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

嘱
託
職
員　

１
名

■
募
集
期
間

　

２
月　

日
�
〜
２
月　

日
�

15

28

（
当
日
消
印
有
効
）

■
職
務
内
容

�
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
の
管
理
運
営

�
来
館
者
へ
の
案
内
業
務

�
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
に
展
示
す

　

る
資
料
の
収
集

�
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営

�
そ
の
他
、
市
が
必
要
と
認
め
た

　

も
の

■
雇
用
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

18

　

年
３
月　

日
ま
で

19

31

※
た
だ
し
、
勤
務
成
績
が
良
好
な

場
合
、
委
嘱
期
間
を
更
新
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日

　

週
４
日
間
（
週　

時
間
勤
務
）

３０

　

土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り

■
報
酬

　

月
額：

１
５
３
�
３
２
０
円

※
平
成　

年
度
報
酬
月
額
（
参
考
）。

17

報
酬
月
額
は
平
成　

年
４
月
か
ら

18

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
通
勤
手
当
な
ど
の
手
当
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

�
�
�
を
同
封
し
て
観
光
・
文

化
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
封
筒
に
「
公
募
書
類
在
中
」
と

朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

�
面
接
試
験
日
時
通
知
の
た
め
の

　

官
製
は
が
き
（
返
信
先
を
記
入
）

�
作
文
・
テ
ー
マ
「
大
隈
記
念
館

　

で
や
っ
て
み
た
い
企
画
」

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
字
数
に

つ
い
て
は
１
２
０
０
字
程
度
と
し

ま
す
。

■
選
考
方
法

・
一
次
選
考　

書
類
選
考

・
二
次
選
考　

書
類
選
考
合
格
者

　
　
　
　
　
　

に
対
す
る
面
接
試
験

■
面
接
試
験
日

　

３
月
中
旬
を
予
定

（
後
日
返
信
用
は
が
き
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１　

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

　

佐
賀
市
役
所　

観
光
・
文
化
課

　

文
化
係

　

�　

・
７
１
１
２

40

　

佐
賀
市
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く

れ
る
元
気
で
明
る
い
「
佐
賀
市
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
」
を
募

集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

・ 
佐
賀
市
の
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・ 
他
都
市
と
の
交
流
事
業
へ
の
参

　

加
な
ど

■
対
象
者

　

佐
賀
市
在
住
の　

歳
以
上
の
方
。

２０

※
働
か
れ
て
い
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
年
間　

回
程
度
活
動
し
て

１０

い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１８

　

平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

■
募
集
人
数　

１
名
（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
を
３
月
３
日
�

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
（
必
着
）。
応
募
者
に
は
後
日

面
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

観
光
･
文
化
課　

観
光
企
画
係

　

�　

・
７
１
１
０

40

　

市
民
農
園
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
農
園
、
家
庭
菜
園
を
さ
れ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
春
夏
野
菜
の
栽

培
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

野
菜
作
り
の
専
門
家
の
話
を
聞

い
て
、
美
味
し
い
旬
の
野
菜
を
育

て
ま
し
ょ
う
！

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
ま

��
�

�

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�

た
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月　

日
�

２８

　
　
　
　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場
所　

佐
賀
市
ク
リ
ー
ク
公
園

（
ひ
ょ
う
た
ん
島
公
園
）
管
理
棟

「
四
季
の
め
ぐ
み
館
」
研
修
室

■
参
加
料　

無
料

■
募
集
人
数　
　

人
50

※
受
付
は
先
着
順
と
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
７
１
１
６

40

　

F
A
X　

・
６
２
４
４

26

　

E
-m
ail：

nosui@
city.saga.lg.jp

相
　
　
談 

　

税
理
士
会
で
は
２
月　

日
を

23

「
税
理
士
記
念
日
」
と
定
め
て
お

り
、
当
日
、「
電
話
に
よ
る
無
料
税

務
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
原
則
と

し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
し

て
お
答
え
し
ま
す
。

■
受
付
日
時

　

２
月　

日
�　
　

時
〜　

時

23

10

16

■
電
話
番
号

○
福
岡
地
区
（
専
用
電
話
番
号
）

�
0
9
2
・
4
1
5
・
5
5
5
0

設
置
場
所：

九
州
北
部
税
理
士
会

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
��
�
�
�
	

（
福
岡
市
博
多
区
）

○
長
崎
地
区
（
専
用
電
話
番
号
）

�
0
9
5
・
8
2
6
・
0
6
7
1

設
置
場
所：

九
州
北
部
税
理
士
会

長
崎
支
部
（
長
崎
市
八
百
屋
町
）

◎
問
い
合
わ
せ

九
州
北
部
税
理
士
会

�
０
９
２
・
４
７
３
・
８
７
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kyuhokuzei.or.jp/

　

脳
ド
ッ
ク
は
、
症
状
が
現
れ
る

前
に
脳
腫
瘍
や
脳
動
脈
瘤
等
の
脳

の
病
気
や
高
血
圧
･
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
発
見
す
る
、
脳

の
健
康
診
断
で
す
。 

　

一
度
、
脳
の
健
康
診
断
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

平
成　

年
度
ま
で
は
、
旧
市
町

17

村
ご
と
に
国
保
保
健
事
業
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
旧
佐
賀
市
に
居
住

す
る
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で　
40

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
保
険
税
の
滞

69

納
が
な
い
方
が
脳
ド
ッ
ク
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
内
に
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
脳
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

ん
。
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
助
成

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
ド
ッ
ク
に
は
、
ほ
ほ

え
み
健
診
（
ま
た
は
個
別
健
診
）

の
基
本
健
康
診
査
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
今
年
度
ほ
ほ
え
み
健

診
（
ま
た
は
個
別
健
診
）
で
基
本

健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
脳

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
健
診
実
施
機
関

▽
小
野
病
院　
　
　
　
　
　

（
�　

･
3
3
7
1
）

24

▽
正
島
脳
神
経
外
科
病
院　

（
�　

･
0
0
3
5
）

32

▽
福
田
脳
神
経
外
科
病
院　

（
�　

･
9
0
0
8
）

27

■
自
己
負
担
額

　

２
４
�
６
０
０
円

（
総
費
用
額
５
２
�
５
０
０
円　

※
基
本
健
診
費
を
含
む
）

▽
今
年
度
の
脳
ド
ッ
ク
助
成
は
３

月
ま
で
の
受
診
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
脳
ド
ッ
ク
希
望
の
方
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、仮
予
約
中
の
方
で
、ま
だ

受
診
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、早

め
の
受
診
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
申
し
込
み
か
ら
受
診
ま
で
〜

�
市
役
所
本
庁
保
険
年
金
課
に
電

話
で
仮
予
約
を
す
る
。

�
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
電
話
し

て
、
受
診
日
を
予
約
す
る
。

�
市
役
所
本
庁
１
階
国
民
健
康
保

険
コ
ー
ナ
ー　

番
窓
口
で
申
請

11

を
行
い
（
健
康
保
険
証
と
印
鑑

持
参
）、
受
診
券
を
受
け
取
る
。

�
受
診
券
、
受
診
料
（
自
己
負
担

額
分
）、
国
民
健
康
保
険
証
を

持
っ
て
、
予
約
日
に
医
療
機
関

で
受
診
す
る
。

◎
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

給
付
係

　

�　

・
７
２
７
１

40

　

障
が
い
者
等
の
社
会
参
加
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
難

病
患
者
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

教
室
で
は
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
技

術
（
文
字
入
力
、
メ
ー
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

等
）
を
学
習
し
ま
す
。

■
期
間

�
３
月　

日
�
〜　

日
�
の
５
日
間

13

17

�
３
月　

日
�
、　

日
�
、　

日

23

24

25

�
、　

日
�
、　

日
�
の
５
日
間

27

28

■
時
間　
　

時
〜　

時

10

15

■
定
員　

両
日
程
と
も　

名
（
定

10

員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所　

佐
賀
市
鍋
島
三
丁
目
３

の　
　

鍋
島
シ
ェ
ス
ト
ビ
ル
内

20
■
受
講
料　

無
料
（
教
室
で
使
用

す
る
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
に
つ
い
て
、

実
費
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
）

■
そ
の
他　

障
が
い
の
状
況
等
に

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	

��
�

�

�
�
�
�

��
�

�

�

�

�

よ
り
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
参
加
で
き

な
い
方
に
対
し
て
は
、
自
宅
等
へ

の
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派

遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
障
害
者
I
T
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
�
ゆ
め
く
れ
よ
ん
�

　

�　

・
６
９
７
７

36

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
調

18

製
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
選
挙
人
が
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
は
、
昭
和　

年
４
月
１
日
ま

61

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、　

ア
ー
ル

10

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
、

お
よ
び
そ
の
同
居
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね　
60

日
以
上
耕
作
し
て
い
る
方
で
す
。

■
期
間

　

２
月　

日
�
〜
３
月
９
日
�

23

■
時
間　

８
時　

分
〜　

時

30

17

■
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
本
庁
３
階
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

選
挙
管
理
委
員
会

　

�　

・
７
３
３
０

40

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�

■
業
務
内
容

　

幼
稚
園
教
諭
業
務

■
受
験
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
っ
て
い

る
方
で
あ
れ
ば
、
居
住
地
を
限
定

せ
ず
、
広
く
募
集
し
ま
す
。
た
だ

し
、
佐
賀
市
の
公
立
幼
稚
園
・
保

育
所
で
雇
用
さ
れ
た
後
、
平
成　
１８

年
４
月
１
日
時
点
で
６
カ
月
を
経

過
し
な
い
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

２
月　

日
�
〜
３
月
３
日
�

１５

（
必
着
）

■
募
集
人
員　

１
名

■
勤
務
場
所

　

本
庄
幼
稚
園

■
勤
務
形
態

　

月
〜
金
曜
日
の
８
時　

分
〜　

３０

１７

時　

分
の
勤
務

１５
■
賃
金

　

日
額
７
�
１
５
０
円
（
平
成　
１７

年
度
単
価：

平
成　

年
度
は
変
更

１８

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
雇
用
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１８

　

平
成　

年
８
月　

日

１８

１７

　
（
勤
務
状
況
に
よ
り
更
新
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
、

確
実
に
連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号

を
明
記
）
１
通
・
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を

こ
ど
も
課
へ
郵
送
ま
た
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
後
日
面
接
時
間
を
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
選
考
方
法

　

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

（
面
接
予
定
日：

３
月
７
日
�
午
後
）

■
備
考

　

通
勤
手
当
な
ど
の
手
当
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

　

佐
賀
市
役
所　

こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係　

　

�　

・
７
２
８
６

40

■
募
集
要
件　
　
　

　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳

18

65

未
満
で
あ
る
こ
と
。
居
住
地
を
限

定
せ
ず
募
集
し
ま
す
。
学
芸
員
の

資
格
を
有
す
る
方
お
よ
び
大
隈
記

念
館
管
理
運
営
業
務
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
以
前
、
旧
佐
賀
市
・
旧
諸
富
町
・

旧
大
和
町
・
旧
富
士
町
・
旧
三
瀬

村
で
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ

た
方
は
除
き
ま
す
。

※
学
芸
員
と
し
て
の
実
務
経
験
の

あ
る
方
は
選
考
の
際
、
加
点
対
象

と
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

嘱
託
職
員　

１
名

■
募
集
期
間

　

２
月　

日
�
〜
２
月　

日
�

15

28

（
当
日
消
印
有
効
）

■
職
務
内
容

�
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
の
管
理
運
営

�
来
館
者
へ
の
案
内
業
務

�
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
に
展
示
す

　

る
資
料
の
収
集

�
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営

�
そ
の
他
、
市
が
必
要
と
認
め
た

　

も
の

■
雇
用
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

18

　

年
３
月　

日
ま
で

19

31

※
た
だ
し
、
勤
務
成
績
が
良
好
な

場
合
、
委
嘱
期
間
を
更
新
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日

　

週
４
日
間
（
週　

時
間
勤
務
）

３０

　

土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り

■
報
酬

　

月
額：

１
５
３
�
３
２
０
円

※
平
成　

年
度
報
酬
月
額
（
参
考
）。

17

報
酬
月
額
は
平
成　

年
４
月
か
ら

18

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
通
勤
手
当
な
ど
の
手
当
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法

　

�
�
�
を
同
封
し
て
観
光
・
文

化
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
封
筒
に
「
公
募
書
類
在
中
」
と

朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

�
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

�
面
接
試
験
日
時
通
知
の
た
め
の

　

官
製
は
が
き
（
返
信
先
を
記
入
）

�
作
文
・
テ
ー
マ
「
大
隈
記
念
館

　

で
や
っ
て
み
た
い
企
画
」

※
様
式
は
自
由
で
す
が
、
字
数
に

つ
い
て
は
１
２
０
０
字
程
度
と
し

ま
す
。

■
選
考
方
法

・
一
次
選
考　

書
類
選
考

・
二
次
選
考　

書
類
選
考
合
格
者

　
　
　
　
　
　

に
対
す
る
面
接
試
験

■
面
接
試
験
日

　

３
月
中
旬
を
予
定

（
後
日
返
信
用
は
が
き
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１　

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

　

佐
賀
市
役
所　

観
光
・
文
化
課

　

文
化
係

　

�　

・
７
１
１
２

40

　

佐
賀
市
の
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く

れ
る
元
気
で
明
る
い
「
佐
賀
市
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
」
を
募

集
し
ま
す
。

■
活
動
内
容

・ 
佐
賀
市
の
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・ 
他
都
市
と
の
交
流
事
業
へ
の
参

　

加
な
ど

■
対
象
者

　

佐
賀
市
在
住
の　

歳
以
上
の
方
。

２０

※
働
か
れ
て
い
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
年
間　

回
程
度
活
動
し
て

１０

い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１８

　

平
成　

年
３
月　

日

１９

３１

■
募
集
人
数　

１
名
（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
を
３
月
３
日
�

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
（
必
着
）。
応
募
者
に
は
後
日

面
接
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

観
光
･
文
化
課　

観
光
企
画
係

　

�　

・
７
１
１
０

40

　

市
民
農
園
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
農
園
、
家
庭
菜
園
を
さ
れ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
春
夏
野
菜
の
栽

培
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

野
菜
作
り
の
専
門
家
の
話
を
聞

い
て
、
美
味
し
い
旬
の
野
菜
を
育

て
ま
し
ょ
う
！

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
ま

��
�

�
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�

�

�
�
�
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�
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��

　

旧
三
瀬
村
の
就
学
支
援
費
貸
付

制
度
は
、平
成　

年
度
も
継
続
し
ま

18

す
。申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、左

記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

・
佐
賀
市
三
瀬
村
内
に
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と

・
平
成　

年
４
月
か
ら
新
１
年
生

18

と
し
て
高
等
学
校
等
（
高
等
専
門

学
校
含
む
）
に
入
学
予
定
者
お
よ

び
高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
方

■
貸
付
年
額　

１
人
あ
た
り　

万
円

２０

■
貸
付
利
率　

無
利
子

■
募
集
人
員　

５
名

■
受
付
期
間

　

２
月　

日
�
〜
３
月　

日
�

１５

１５

■
提
出
書
類

　

就
学
支
援
費
貸
付
申
込
書

■
返
還
方
法　

高
等
学
校
等
卒
業

の
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
日

（
償
還
の
日
）
か
ら
５
年
間

（
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
）

■
保
証
人　

２
名

　
　
（
内
１
名
は
保
護
者
で
可
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
瀬
出
張
所　

教
育
課　

　

�　

・
２
０
０
３

56
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「
生
き
る
力
＝
起
業
家
精
神
」
や

「
人
と
つ
な
が
る
力
」
を
養
成
す

る
た
め
に
、
市
で
は
小
学
生
が
一

連
の
商
売
活
動
を
体
験
す
る
佐
賀

キ
ッ
ズ
マ
ー
ト
や
中
学
生
が
市
内

の
事
業
所
で
５
日
間
の
就
業
体
験

を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事

業
の
紹
介
や
活
動
を
行
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
発
表
と
い
っ
た
内
容
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月　

日
�

27

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時

13

30

17

■
会
場　

メ
ー
ト
プ
ラ
ザ
佐
賀　

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ

　

特
定
活
動
非
営
利
法
人「
鳳
雛
塾
」

　

�　

・
８
９
５
９

28

�
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�

　

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
、
自

ら
学
び
、
自
ら
行
動
す
る
と
い
う

　

Ｔ
Ｖ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
「
ま
い

ど
１
号
」
で
お
な
じ
み
の
、
株
式

会
社
ア
オ
キ
社
長
で
東
大
阪
市
モ

ノ
づ
く
り
親
善
大
使
で
も
あ
る
青

木
豊
彦
氏
を
お
招
き
し
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
７
日
�

　
　
　
　
　

時
〜　

時

14

16

■
テ
ー
マ　
「
モ
ノ
づ
く
り
に
夢

と
プ
ラ
イ
ド
を
」

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�

■
講
師　

株
式
会
社
ア
オ
キ

　

代
表
取
締
役　

青
木
豊
彦　

氏

■
場
所　

佐
賀
市
文
化
会
館

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
参
加
料　

無
料
（
事
前
に
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

詳
し
く
は
、佐
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.saga.lg.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

商
工
振
興
課

　
 
工
業
振
興
係

　

�　

・
７
１
０
１

40

　

佐
賀
を
代
表
す
る
民
謡
「
梅
ぼ

し
」。
そ
の
奥
深
い
メ
ロ
デ
ィ
と 
洒 しゃ

 
脱 
な
歌
詞
で
人
々
に
愛
さ
れ
、
明

だ
つ治

、
大
正
、
昭
和
と 
粋
人 
た
ち
に

す
い
じ
ん

唄
い
継
が
れ
た
こ
の
唄
も
、
時
の

流
れ
か
、
今
で
は
唄
わ
れ
る
機
会

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
梅
ぼ
し
保
存
会
」
で
は
、
こ
の

唄
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
べ
く
、

梅
ぼ
し
ま
つ
り
を
年
に
１
回
、
梅

の
ほ
こ
ろ
ぶ
頃
、
盛
大
に
開
催
し

て
い
ま
す
。「
梅
ぼ
し
」
の
舞
踊
・

唄
・
唄
の
指
導
な
ど
華
や
か
に
ご

披
露
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月　

日
�　

時
〜

23

18

■
場
所　

楊
柳
亭
（
佐
賀
市
松
原

三
丁
目
２
番　

号
）　

３７

■
料
金　

７
千
円 
（
入
場
料
・
食

事
代
込
み
）

��

�
�
�
�
�
�
�
	



��

◎
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
の
お

　

求
め

　

佐
賀
観
光
協
会

　

�　

・
２
８
３
７

３１

　

佐
賀
商
工
会
議
所

　

�　

・
５
１
５
５

２４

　

佐
賀
新
聞
社
事
業
部

　

�　

・
２
１
５
１

２８

　

楊
柳
亭

　

�　

・
２
１
３
８

２３

　

次
の
３
つ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

浄
化
槽
は
、
休
み
な
く
連
続
運

転
を
し
て
い
ま
す
。
故
障
や
異
常

等
が
発
生
す
る
と
悪
臭
や
汚
水
排

水
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
保

守
点
検
や
清
掃
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
ら
が
規
定
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
、

浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ

れ
て
い
る
か
の
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
保
守
点
検　

浄
化
槽
の
装
置
や

機
械
の
点
検
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

点
検
回
数
は
、
浄
化
槽
の
種
類

や
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
必
要
な

回
数
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

（
委
託
す
る
場
合
は
、
佐
賀
県
の

登
録
業
者
）

�
清
掃　

浄
化
槽
の
中
に
溜
ま
っ

た
汚
泥
の
抜
き
取
り
清
掃
。
年

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

１
回
以
上
。（
委
託
先
は
、
佐
賀

市
の
許
可
業
者
）

�
法
定
検
査　

浄
化
槽
が
正
常
に

機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
法

定
検
査
。
年
１
回
。

（
佐
賀
県
指
定
検
査
機
関
…
�
佐

賀
県
環
境
科
学
検
査
協
会
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

下
水
道
企
画
課　

維
持
係

　

�　

・
７
２
１
３

40

　

法
定
外
公
共
物
（
公
有
水
面
）

の
管
理
が
佐
賀
土
木
事
務
所
か
ら

佐
賀
市
に
権
限
の
委
譲
が
あ
っ
て

い
ま
す
。

　

護
岸
を
造
る
と
き
、
橋
（
通
路
・

架
橋
）
を
造
っ
て
占
用
す
る
と
き
、

水
道
・
ガ
ス
管
等
を
水
路
上
に
占

用
す
る
と
き
等
に
は
届
出
に
よ
る

許
可
が
必
要
で
す
。

　

旧
佐
賀
市
以
外
の
支
所
（
諸
富
・

大
和
・
富
士
・
三
瀬
）
で
は
建
設

課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

河
川
砂
防
課　

管
理
係

　

�　

・
７
１
８
０

40
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
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ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ま
ち
の
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
を
、
緑
化
推
進
課
の

大
田
ち
ゃ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
庄
町
の
岸
川
整
形

外
科
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

（
レ
ポ
ー
タ
ー
の
大
田
ち
ゃ
ん
）

　

敷
地
だ
け
で
な
く
、
建
物
の
中

も
み
ど
り
で
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。

（
院
長
夫
人
の
岸
川
さ
ん
）

　

お
花
が
大
好
き
で
、
ほ
と
ん
ど
一

人
で
お
世
話
を
し
て
る
ん
で
す
よ
。

（
大
田
）

　

で
も
こ
れ
だ
け
広
い
と
た
い
へ

ん
で
し
ょ
う
？

（
岸
川
さ
ん
）

　

毎
朝
１
〜
２
時
間
位
か
け
て
い

ま
す
。
で
も
若
い
こ
ろ
か
ら
の
趣

味
な
の
で
苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。

（
大
田
）

　

ど
ん
な
お
花
を
選
ん
で
る
ん
で

す
か
？

（
岸
川
さ
ん
）

　

今
は
パ
ン
ジ
ー
を
中
心
に
ノ
ー

ス
ポ
ー
ル
や
デ
ー
ジ
ー
で
す
ね
。

春
に
は
た
く
さ
ん
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
咲
く
は
ず
な
の
で
楽
し
み
で
す
。

（
大
田
）

　

岸
川
さ
ん
に
と
っ
て
み
ど
り
と
は
？

（
岸
川
さ
ん
）

　
「
気
持
ち
を
癒
し
て
く
れ
る
も

の
。」
で
し
ょ
う
か
？
患
者
さ
ん
に

も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
大
田
）

　

で
は
今
後
の
抱
負
を
ど
う
ぞ
！

（
岸
川
さ
ん
）

　

一
生
の
趣
味
と
し
て
無
理
せ
ず

続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

本
庁　

緑
化
推
進
課

　

緑
化
推
進
係

　

�　

・
７
１
６
４

40
“リハビリのお部屋
から見える花壇”

“患者さんを優しく
迎えてくれます”

　

市
で
は
連
続
す
る
３
戸
以
上
の

敷
地
の
各
所
有
者
さ
ん
が
道
路
に

面
す
る
場
所
（
接
道
部
）
の
緑
化

に
つ
い
て
合
意
し
た
場
合
、『
佐
賀

市
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

条
例
』
に
基
づ
き
、
市
長
と
緑
化

協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

お
隣
さ
ん
と
一
緒
に
み
ど
り
の

街
並
み
を
創
り
ま
せ
ん
か
？
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「
緑
の
募
金
」
を
使
っ
て
地
区
の

公
民
館
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
が
集

ま
る
場
所
に
お
花
や
木
を
植
え
ま

せ
ん
か
？
美
し
い
緑
の
郷
土
づ
く

り
県
民
運
動
佐
賀
市
推
進
協
議
会
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○
協
定
締
結
の
メ
リ
ッ
ト
は
？　

　

市
長
と
緑
化
協
定
を
締
結
さ
れ

た
方
に
は
、
緑
化
経
費
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。

　
「
緑
化
支
援
補
助
金
」
の
交
付
の

条
件
は
、

・
接
道
部
に
長
さ
５
ｍ
以
上
の
生

け
垣
も
し
く
は
花
壇
を
新
設
す

る
こ
と

・
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

・
５
年
以
上
は
、
植
栽
し
た
樹
木

等
を
良
好
な
状
態
で
保
つ
こ
と

な
ど
で
す
。

　

交
付
額
は
、
対
象
経
費
の
２
分
の

１
で
上
限
５
０
�
０
０
０
円
で
す
。

※
「
佐
賀
市
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
は
、
当
面
旧
佐

賀
市
の
区
域
を
対
象
と
し
た
条
例

で
す
。

で
は
、
地
域
で
緑
化
活
動
を
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
へ
緑
化
資
材
の
配

布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
ま
で
に
緑
化
活
動
を
希
望

さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
緑
化
推
進
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
配
布
対
象

　

自
治
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
（
５
組
程
度
）　

■
配
布
資
材

　

花
苗
、
苗
木
、
肥
料
な
ど
の
緑

化
資
材

嘉瀬新町自治会による
ハナミズキの植樹

鍋島 角目自治会による花壇づくり
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地
球
は
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

温
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。温
め
ら

れ
た
地
面
か
ら
出
る
熱
の
一
部
は

宇
宙
に
放
出
さ
れ
る
け
れ
ど
、残

り
の
熱
は
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
り
再

び
地
表
に
戻
さ
れ
る
ん
だ
。こ
の

よ
う
な
働
き
に
よ
っ
て
、地
球
の

平
均
気
温
は
約　

度
に
保
た
れ
、

15

人
間
を
は
じ
め
生
物
が
生
き
て
い

く
の
に
丁
度
よ
い
環
境
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
。

　

し
か
し
、温
室
効
果
ガ
ス
の
濃

度
が
高
く
な
る
と
、地
表
に
戻
さ

れ
る
熱
の
量
が
多
く
な
り
、地
球

の
気
温
を
上
昇
さ
せ
て
し
ま
う
ん

だ
。つ
ま
り
熱
が
こ
も
っ
て
地
球

が
暑
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
。

　

こ
れ
を
地
球
温
暖
化
と
い
う
ん

だ
よ
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

み
ん
な
は
毎
日
電
気
や
ガ
ス
、

ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
ね
。エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
と
温
室
効
果
ガ
ス
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
ん

だ
。

　

つ
ま
り
、テ
レ
ビ
を
見
た
り
お

風
呂
に
入
っ
た
り
、自
動
車
に
乗

る
と
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る
ん

だ
よ
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
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�
�
�

　

私
た
ち
や
生
物
の
生
活
に
影
響

が
で
る
ん
だ
。

�
�
�
�
�
�
�
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海
面
上
昇

水
不
足

熱
帯
の
病
気
が
流
行

作
物
が
と
れ
な
く
な
る

　

世
界
の
国
々
が
京
都
に
集
ま
り
、

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
の

話
し
合
い
を
し
た
ん
だ
。こ
の
話

し
合
い
で
先
進
国
は
２
０
０
８
年

か
ら
２
０
１
２
年
ま
で
の
間
に
、

１
９
９
０
年
よ
り
も
減
ら
す
こ
と

を
決
め
て
、京
都
議
定
書
に
そ
の

約
束
を
ま
と
め
た
ん
だ
。日
本
は

６
％
減
ら
す
こ
と
を
約
束
を
し
た

ん
だ
。

�
�
�
�
�
�
�
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一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
づ
か
い
が
、二
酸
化
炭
素
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
ん
だ
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
使
用
量
を
減
ら
せ
ば
、二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
少
な
く
で

き
る
よ
。

�
�
�
�
�
��
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�

�
�
�
�
�
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「
省
エ
ネ
型
」の
製
品
を
使
え
ば

使
用
電
力
が
減
ら
せ
る
よ
。家
電

製
品
も
省
エ
ネ
性
能
が
良
く
な
っ

て
い
る
ん
だ
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

環
境
に
や
さ
し
い
も
の
を
使
う

人
が
増
え
れ
ば
、二
酸
化
炭
素
の

削
減
の
効
果
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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市
で
は
、申
し
込
み
の
あ
っ
た

家
庭
の
前
年
１
年
間
の
月
別
電
力

消
費
量
を
グ
ラ
フ
に
し
て
郵
送
し
、

家
庭
で
電
力
消
費
量
を
比
較
で
き

る「
省
エ
ネ
モ
ニ
タ
ー
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、４
月
に
開
始

18

す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
企
画
係

　

�　

・
７
２
０
１

４０

※
資
料
出
典：

　

平
成　

年
版
こ
ど
も
環
境
白
書

１７

�
�
�
�
�
�
�
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世界の二酸化炭素排出量は 
だんだん多くなっているんだ。 
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○
エ
コ
マ
ー
ク

　

幅
広
い
商
品
を
対
象
に
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
考
慮
し
て

基
準
を
設
け
、審
査
で

基
準
を
満
た
し
て
い
る

と
認
定
さ
れ
た
製
品
に

付
い
て
い
る
マ
ー
ク
。

○
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、ノ
ー

ト
、Ｏ
Ａ
用
紙
な
ど
、古

紙
を
規
定
の
割
合
以
上

で
利
用
し
た
製
品
に
付

い
て
い
る
マ
ー
ク
。

○
再
生
紙
使
用
マ
ー
ク

　

紙
や
紙
製
品
の
古
紙
配

合
率
を
示
す
自
主
的
な

マ
ー
ク
。表
記
の
数
字
は
、

古
紙
の
配
合
率
を
表
示
。

　

分
別
回
収
を
促
進
す
る
た
め
に
、

材
質
等
を
表
す
マ
ー
ク
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
エ
コ
プ
ラ
ザ

　
（
佐
賀
市
清
掃
工
場
内
）

　

〒
８
４
９・

０
９
１
７

　

佐
賀
市
高
木
瀬
町
大
字
長
瀬

　

２
３
６
９

　

�　

・
０
５
２
０

33

【
休
館
日
】
水
曜
日

【
開
館
時
間
】　

時
〜　

時

10

17

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.saga-ecoplaza.jp/
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※掲載時には交渉が成立している場合があります。（1月31日現在）

◎
問
い
合
わ
せ　

本
庁　

環
境
課

　

ご
み
減
量
推
進
係

　

�　

・
２
４
３
０

30

　
「
家
に
眠
っ
て
い
る
不
用
品
を

ゆ
ず
り
た
い
」、「
こ
ん
な
も
の
を

も
と
め
て
い
ま
す
」
と
い
う
方
の

た
め
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

今
回
は
環
境
ラ
ベ
ル
と
識
別

表
示
マ
ー
ク
に
つ
い
て
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

環
境
ラ
ベ
ル
や
識
別
表
示
マ
ー

ク
は
身
の
回
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
製
品
に
付
い
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
資
源
を
守
る
た
め
、

環
境
に
や
さ
し
い
も
の
を
購
入
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
き
ち

ん
と
分
別
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。�

�
�
�
�
�
�
	

　

指
定
ご
み
袋
は
必
ず
お
住

ま
い
の
地
区
の
も
の
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。

　

指
定
ご
み
袋
は
、
市
町
村
合
併

後
も
こ
れ
ま
で
通
り
、
旧
市
町
村

で
指
定
さ
れ
た
袋
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
異
な
る
地
区
の

指
定
ご
み
袋
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
さ
れ
た
ご
み
は
、
違
反
ご
み
と

な
り
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ペットボトルアルミ缶プラスチック製
容器包装

スチール缶紙製容器包装

　

今
回
の
ト
イ
レ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は

「
落
書
き
と
平
和
」と
い
う
テ
ー
マ

で
す
。こ
の
前
、某
テ
レ
ビ
番
組
で

憲
法
第
９
条
改
正
に
賛
成
か
反
対

か
で
議
論
し
て
い
ま
し
た
。平
和

に
つ
い
て
政
治
家
だ
け
が
考
え
る

の
で
は
な
く
一
人
ひ
と
り
が
ち
ゃ

ん
と
考
え
る
べ
き
で
は
・・・
？
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

●
テ
ー
マ「
ベ
ル
リ
ン
ウ
ォ
ー
ル
」

●
素
材　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ペ
ン
キ

●
油
彩

　

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部　

　
　

美
術
・
工
芸
課
程

　
　

西
洋
画
専
攻　

２
年

　
　
　
　
　
　
　

益
森　

祐
二

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
総
務
係

　

�　

・
７
２
０
０

40

　

サ
ー
ビ
ス
や
製
品
な
ど
が
、環
境

へ
の
負
荷
が
少
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
購
入
者
に
伝
達
す
る
も
の

で
す
。た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、代
表
的
な
も
の
と
し
て
次
の

よ
う
な
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

こ
れ
ら
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
ラ

ベ
ル
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.env.go.jp/policy/h

ozen/green/ecolabel/
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ま
め

○
市
内
へ
転
入
の
場
合

　

新
し
く
入
居
さ
れ
る
時
は
、
使

用
開
始
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

の
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・「
水
道
・
下
水
道
使
用
届
出
書
」

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
投
函

く
だ
さ
い
。

・
水
道
局
、
市
役
所　

番
窓
口
、

３０

ま
た
は
大
和
事
務
所
の
窓
口
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
水
道
局
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
が
出
な
い
時
は
、
水

道
局
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
の
お
支
払
い
方
法
は
、

口
座
制
と
納
付
制
の
２
種
類
で
す
。

料
金
を
ご
指
定
の
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ

く
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
依
頼
書
は
、

取
扱
金
融
機
関
、
水
道
局
、
市
役

所　

番
窓
口
お
よ
び
大
和
事
務
所

３０
に
備
え
付
け
て
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
提
出
く
だ
さ
い
。

○
市
外
へ
転
出
の
場
合

　

ご
使
用
さ
れ
た
分
の
料
金
精
算

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

お
引
っ
越
し
の
日
の
３
日
前
ま

で
に
は
、
水
道
局
、
市
役
所　

番
３０

窓
口
、
大
和
事
務
所
い
ず
れ
か
の

窓
口
、
ま
た
は
お
電
話
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
、
平
日
の
８
時　
３０

分
〜　

時
ま
で
で
す
（
緊
急
の
場

１７

合
を
除
き
ま
す
）。

　

連
絡
が
な
い
場
合
、
使
用
さ
れ

な
く
て
も
料
金
が
か
か
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

諸
富
町
に
お
い
て
は
、
佐
賀
東

部
水
道
企
業
団
に
委
託
し
て
い
ま

す
の
で
、
引
っ
越
し
の
手
続
き
等

は
佐
賀
東
部
水
道
企
業
団
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

水
道
局　

営
業
課

　

�　

・
１
３
１
３

３３

　

佐
賀
東
部
水
道
企
業
団

　

�　

・
６
２
１
２

３０

�

�

�
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富
士
町
文
化
連
盟
で
は
、
日
ご

ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
演
芸
、
器
楽
演
奏
を
始
め
、

会
場
内
に
は
、
絵
画
、
書
、
生
け

花
、
手
芸
品
な
ど
の
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月　

日
�

26

　
　
　
　

開
会　
　

時
10

■
会
場　

北
部
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
入
場
無
料
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

富
士
支
所　

産
業
振
興
課

　

文
化
連
盟
事
務
局

　

�　

・
２
８
６
０

58

　

大
和
町
文
化
連
盟
加
盟
の　

サ
５７

ー
ク
ル
４
０
０
名
が
、
１
年
間
の

活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月　

日
�

19

　

開
場　

９
時　

分
〜

10

　

開
演　

９
時　

分
〜 

30

                 　
　
  

■
会
場

　

佐
賀
市
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

■
入
場
券

１
枚
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

■
販
売
箇
所

　

大
和
支
所　

産
業
振
興
課

※
当
日
入
場
券
は
、
会
場
で
お
求

め
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

大
和
支
所　

産
業
振
興
課

　

�　

・
２
４
２
９

５１
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今
回
は
、
松
原
三
丁
目
交
差
点

の
南
西
角
に
片
足
を
曲
げ
て
鎮
座

し
て
い
る
恵
比
須
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

通
常
は
、
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）

姿
の
恵
比
須
さ
ん
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
の
恵
比
須
さ
ん
は
、
ま
ん

丸
と
し
た
顔
に
頭
巾
の
よ
う
な
も

の
を
か
ぶ
り
、
男
性
と
い
う
よ
り

は
女
性
を
思
わ
せ
ま
す
。
ま
た
、

恵
比
須
さ
ん
は
鯛
を
抱
い
て
る
の

が
普
通
で
す
が
、
鯛
を
逆
さ
に
持

佐賀の街中のいたるところに
鎮座している「恵比須さん」

皆さんはどのくらいご存じですか？

�������	
�

ち
、
ま
る
で
撫
で
る
よ
う
に
手
を

伸
ば
し
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
す
。

　

交
通
量
の
多
い
こ
の
場
所
で
、

今
も
昔
も
商
売
繁
盛
と
往
来
の
安

全
を
祈
り
、
優
し
く
ほ
ほ
笑
み
な

が
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
松
原
三
丁
目
３
―　

）
２３

◎
問
い
合
わ
せ　

　

本
庁　

商
工
振
興
課

　

商
業
振
興
係

　

�　

・
７
１
０
０

40

佐嘉 
神社角 

至
県
庁 

松原 
神社 

佐嘉 
神社 

ココ 

片田江 

松原三 

呉服元町 

●GS

●コンビニ 

264

主
要
地
方
道
佐
賀
川
副
線 

大財三 

大財一 
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市
で
は
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
学

校
関
係
者
の
協
議
の
も
と
新
鮮
で

お
い
し
い
地
元
農
産
物
の
学
校
給

食
へ
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
７
校
で　

品
目
の
野
菜
が
市

10

内
の
農
家
さ
ん
か
ら
直
接
学
校
へ

納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
と
小
学
生
と
の
交
流　

　
　

月　

日
に
は
、
本
庄
小
学
校

12

13

の
給
食
委
員
会
の
生
徒
６
名
が
、

納
入
農
家
の
１
戸
で
あ
る
本
庄
町

の
村
岡
明
さ
ん
の
キ
ュ
ウ
リ
ハ
ウ

ス
を
訪
問
し
、
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
ど
う
し
た
ら

キ
ュ
ウ
リ
が
お
い
し
く
な
る

か
？
」「
生
産
す
る
上
で
大
変
な
こ

と
は
？
」な
ど
、た
く
さ
ん
の
質
問

が
あ
り
、生
産
者
か
ら
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

質
問
タ
イ
ム
の
あ
と
は
、
ハ
ウ

ス
内
で
自
分
た
ち
の
手
で
キ
ュ
ウ

リ
を
収
穫
し
、
本
当
の
採
れ
た
て

キ
ュ
ウ
リ
を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

最
後
に
生
産
者
か
ら
、「
農
産
物
の

命
を
い
た
だ
い
て
自
分
達
の
命
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、

お
い
し
い
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
元
気
に
頑
張
っ
て
。」
と
子
ど
も

た
ち
へ
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
地

元
の
農
産
物
を
食
べ
て
も
ら
う
た

め
、
市
で
は
、
学
校
給
食
に
農
産

物
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る
生
産

者
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
７
１
１
６

40
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ハウス内でキュウリを試食 生産者の方からのお話
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唐
人
町
に
あ
る
「
の
ん
ど
っ
と
」

は
、
佐
賀
の
大
地
が
育
ん
だ
良
質

の
酒
米
と
豊
富
な
天
然
水
で
醸
造

さ
れ
た
、
佐
賀
県
内　

蔵
元
の
お

34

い
し
い
地
酒
が
低
価
格
で
楽
し
め

る
お
店
で
す
。

　
「
の
ん
ど
っ
と
」
で
は
、
生
ま
れ

た
て
の
新
酒
た
ち
を
一
堂
に
集
め

て
「
新
酒
フ
ェ
ア
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
期
間
中
に
ご
来
店
さ
れ

た
お
客
様
の
う
ち
、
日
本
酒
を
ご

注
文
の
お
客
様
に
限
り
、
三
角
く

じ
を
引
い
て
い
た
だ
き
、
当
た
っ

た
新
酒
を
１
杯
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。

　

佐
賀
県
内
蔵
元
の
出
来
た
て
、

絞
り
た
て
の
新
酒
を
揃
え
て
お
り

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
店
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】

　

３
月
１
日
�
〜　

日
�

11

　

※
休
館
日：

日
曜
・
祝
祭
日

【
時
間
】

　
　

時
〜　

時　

分
、

18

23

30

　
　

時
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

23
◎
問
い
合
わ
せ

　

の
ん
ど
っ
と　

�　

・
３
０
８
７

22

　

http://w
w
w
.geocities.jp/saga_sake/

　

佐
賀
県
酒
造
組
合

　

�　

・
３
２
０
１

24

http://w
w
w
.sagasake.or.jp/

　

本
庁　

商
工
振
興
課　

商
業
振
興
係

　

�　

・
７
１
０
０
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自
然
豊
か
な
脊
振
村
は
、
こ
の

季
節
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い

光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
眼
鏡
橋
や
城
原
川
の
清
流
と

氷
と
の
美
し
い
共
演
を
は
じ
め
、

１
�
０
５
５
Ｍ
の
高
さ
を
誇
る
脊

振
山
頂
付
近
で
の
霧
氷
も
絶
景
で

す
。

　

積
雪
や
気
温
の
低
下
に
よ
る
高

山
な
ら
で
は
の
「
冬
の
３
６
０
℃

大
パ
ノ
ラ
マ
」
は
必
見
。

　

カ
メ
ラ
片
手
に
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

※
路
面
凍
結
や
積
雪
等
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

脊
振
村
役
場 
産
業
振
興
課

　

�　

・
２
１
１
１

59

　

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
南
側
通
り
が
、

佐
賀
城
下
ひ
な
ま
つ
り
の
ス
タ
ー

ト
に
あ
わ
せ
て
、
２
月　

日
か
ら

１９

毎
週
日
曜
日
、
歩
行
者
天
国
に
な

り
ま
す
。（
３
月
中
旬
ま
で
）

　

２
月
の
開
催
日
は
２
月　

日
、

１９

　

日
で
す
。

２６
　

時
間
は
、　

時　

分
〜　

時
。

１０

３０

１６

　

い
ろ
い
ろ
な
お
店
あ
り
、
音
楽

あ
り
。
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
、

の
ん
び
り
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

さ
が
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

�　

・
２
１
４
５

２６

　

本
庁　

街
づ
く
り
推
進
課

　

�　

・
７
１
０
３

４０

■
日
時　

２
月　

日
�（
雨
天
中
止
）

２６

　
　
　

時　

分
受
付
、　

時
開
始

１０

３０

１１

■
場
所　

歩
行
天
会
場

　
　
　
　
（
エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
南
側
）

■
参
加
料　

無
料

　

※
使
用
す
る
な
わ
は
持
参
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　

当
日
申
し
込
み

■
種
目　

①
親
子
と
び
・
就
学
前
児
童
と
親

②
時
間
と
び
・
就
学
前
児
童

　
　
　
　
　

・
小
学
校
１
、２
年
生

③
２
重
と
び
・
小
学
校
３
、４
年
生

　
　
　
　
　

・
小
学
校
５
、６
年
生

■
表
彰　

各
種
目
１
位
〜
３
位

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

街
づ
く
り
推
進
課

　

�　

・
７
１
０
３

４０
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佐
賀
市
で
は
「
男
女
共
同
参
画
」

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
お
互

い
が
お
互
い
を
思
い
や
る
日
と
し

て
４
月　

日
を
「
パ
ー
ト
ナ
ー

１４

デ
ー
」と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
デ
ー
に
ち
な
み
、
佐
賀
市

女
性
の
会
で
は
次
の
と
お
り
「
一

言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容

　

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し

た
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
（
家
族
・

友
人
・
同
僚
・
恋
人
な
ど
）
へ
贈

る
「
一
言
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
方
お
よ
び
市
内
に

勤
務
、
通
学
の
方

●
応
募
方
法

・
作
品
は　

字
以
内
と
し
、
は
が

30

き
に
作
品
（
お
一
人
に
つ
き
３

作
品
ま
で
応
募
可
）、
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢

（
学
生
の
方
は
学
年
も
）、性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、下
記

の
応
募
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。（
は
が
き
以
外
は
無
効
）

●
募
集
期
間　

２
月　

日
�
〜

14

　

３
月　

日
�
（
当
日
消
印
有
効
）

14

●
表　
　

彰

【
子
ど
も
の
部
（
中
学
生
以
下
）】

　

最
優
秀
賞
１
名
…
賞
状
、
図
書

カ
ー
ド
（
５
千
円
分
）

【
大
人
の
部
】
最
優
秀
賞
１
名
…

賞
状
、
賞
金
２
万
円

※
そ
の
他
入
賞
作
品
に
は
協
賛
企
業

に
よ
る
豪
華
特
別
賞
も
あ
り
ま
す
。

●
表
彰
式　

５
月　

日
�

13

　

佐
賀
市
女
性
の
会
総
会
時

●
発　

表　

入
賞
者
に
は
直
接

　

４
月　

日
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

14

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

●
審
査　

佐
賀
市
女
性
の
会
・
佐
賀
市

●
そ
の
他

・
応
募
作
品
は
自
作
の
未
発
表
の

も
の
に
限
り
、
作
品
の
著
作
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
応
募
作
品
は
男
女
共
同
参
画
推

進
の
啓
発
に
使
用
し
ま
す
。

・
募
集
で
得
た
個
人
情
報
は
他
の

目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
詳
し
い
募
集
要
項
は
本
庁
、
各

支
所
の
総
務
課
・
公
民
館
・
図

書
館
等
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
０
・
８
５
０
１

　

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

　

本
庁　

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
室

　

�　

・
７
０
１
４

４０

　日本医師会、日本小児科医会では、保護者をはじめとした地域住民の
予防接種に対する関心を高め、特に麻しんと風しんに重点をおき、接種
率を上げることにより、我が国の麻しん風しんの予防接種率の向上を
目指しています。 
　この期間は、通常の診療時間に予防接種が受けにくい人たちに対し、
一部医療機関で土曜日、日曜日、平日の夜間に予防接種を行うとともに、
予防接種に関する相談に応じます。
　詳しい医療機関名については各担当係へお問い合わせください。
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3
月　

日
�
に
予
定
し
て
い
ま

26

し
た
育
児
教
室
の
「
熊
丸
先
生
と

遊
ぼ
う
」
は
、
都
合
で
3
月　

日
12

�
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
親
子

遊
び
・
子
育
て
の
秘
訣
な
ど
充
実

し
た
内
容
で
す
。

　

子
育
て
中
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

大
和
支
所　

保
健
福
祉
課

　

�　

・
２
４
２
０
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※ 今回の「体験保育」は、２月２２日�または３月２日�のいずれかに申し込んで
ください。

※ ２月２３日�に西与賀子育てサロンに出向きます。

※ 参加希望の場合は、それぞれの実施日の３日前までに申し込んでください。
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　市では保護者の方が病気や出産
などの理由で ､お子さんを一時的
に養育できず、ほかに養育する方
がいない場合に児童福祉施設にお
いてお子さんを一時的にお預かり
します。
【利用期間】

　原則として、７日以内
※利用期間中 ､お子さんは施設で
寝泊りすることになります。

【実施施設】

　佐賀清光園・聖華園・みどり園
【平成１７年度利用料】

　一日あたりの利用料は次のとお
りです。
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※母子家庭および父子家庭の世帯
については、市町村民税非課税世
帯に該当する場合、利用料が免除
される場合があります。

◎問い合わせ

　本庁　こども課
　子育てコーディネート係
　�４０・７２８９　
　または各支所の保健福祉課

　

市
で
は
、
昼
間
保
護
者
が
家
庭

に
い
な
い
児
童
の
放
課
後
の
健
全

育
成
と
安
全
確
保
の
た
め
、『
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
』
を
実
施
し
て
い

ま
す
。（
富
士
地
区
で
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
）

■
対
象
児
童　

原
則
小
学
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で

■
申
込
方
法　

入
会
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
所
定
の
書
類
（
申
請

書
、
勤
務
証
明
書
）
を
市
役
所

（
本
庁
こ
ど
も
課
ま
た
は
支
所
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
４
月
当
初
か
ら
の

18

入
会
を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
締
切

日
は
、
３
月　

日
�
で
す
。

10

　

そ
の
後
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

が
、書
類
に
不
備
が
あ
り
ま
す
と
入

会
ま
で
に
日
数
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

実
施
期
間
や
時
間
、
会
費
な
ど

は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ご
と
に

違
い
ま
す
。
詳
し
く
は
こ
ど
も
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

こ
ど
も
課　

子
育
て
支
援
係
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50

60

40

30

70

80

40
90
140
190
240
29,
340
390

53
47

51

352

159 160

88

73

HDL-C（mg/dl） 

開始前 2週間後 2カ月後 4カ月後 開始前 2週間後 2カ月後 4カ月後 

中性脂肪（mg/dl） 

40mg/dl未満 
は異常値 

150mg/dl以上 
は異常値 

・筋力をつける体操は何歳になっても誰にでもできます

・少しの時間でもいいので時間を決めて毎日続けましょう
　※病院（整形外科、内科など）に通院している人は主治医に相談しましょう

�������	
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　高齢者は、加齢や運動不足などによる筋力と骨密度の低下のため、ちょっとしたはずみで転んで骨
折し、そこから寝たきりの状態を引き起こすこともあります。
　転倒予防のためにはまず｢歩くこと｣がお勧めですが、室内でも比較的簡単にできる“筋力をつける体
操”をご紹介しますので、日頃の習慣の中に取り入れてみてください。
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